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人口1

・人口は減少に転じ、今後も
継続的に減少する見込み。

・20～30代の転出入が多く、
20代は就職や結婚を機に市
外に転出、30代は結婚・出
産を機に市内に転入してい
ると推察。

・市南部の人口は将来も一定
程度維持されるが、旧青梅
街道以北の地域にて人口密
度が小さくなる見込み。
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（出典：実績値 国勢調査、推計値 国立社会保障・人口問題研究所「日本の地域別将来推計人口（令和５（2023）年推計）」）
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人口1

・人口は減少に転じ、今後も
継続的に減少する見込み。

・20～30代の転出入が多く、
20代は就職や結婚を機に市
外に転出、30代は結婚・出
産を機に市内に転入してい
ると推察。

・市南部の人口は将来も一定
程度維持されるが、旧青梅
街道以北の地域にて人口密
度が小さくなる見込み。
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今後の展開
・より詳細な人口密度の分析
・アンケートによる居住継続意向

の把握
令和６（2024）年５歳階級別移動者数

（出典：住民基本台帳（令和６（2024）年））
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人口1

・人口は減少に転じ、今後も
継続的に減少する見込み。

・20～30代の転出入が多く、
20代は就職や結婚を機に市
外に転出、30代は結婚・出
産を機に市内に転入する傾
向と推察。

・市南部の人口は将来も一定
程度維持されるが、新青梅
街道以北の地域にて人口密
度が小さくなる見込み。

今後の展開
・より詳細な人口密度の分析
・アンケートによる地域別にみた

居住継続意向の把握

500ｍメッシュ別将来推計人口密度

（出典：国立社会保障・人口問題研究所「日本の将来推計人口（令和５（2023）年推計））

4



都市機能2

・医療施設・商業施設につい
ては、市内のほぼ全域で、
複数の都市機能が徒歩でア
クセスできる範囲で立地。

都市機能種別
500m利用圏域

カバー人口 カバー率

医療施設 69,872人 83.3%

商業施設 69,748人 83.1%

医療施設及び利用圏域の分布

（出典：東大和市資料（令和７（2025）年６月時点））
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参考：500mメッシュ人口の面積案分のイメージ

右図のように、500ｍメッ
シュに利用圏域がまたがる
場合、利用圏域内外の面積
比率を求める。例えば、人
口が100人となっている
メッシュでは、利用圏域内
がメッシュ面積の約55％を
占めていれば、メッシュ内
で利用圏域のカバー人口が
55人となり、利用圏域のカ
バー率は55%となる。

医療施設500ｍ利用圏域

医療施設800ｍ利用圏域



都市機能2

・医療施設・商業施設について
は、市内のほぼ全域で、複数
の都市機能が徒歩でアクセス
できる範囲で立地。

今後の展開
・アンケートによる市内都市機能

の利用圏域の把握（市外の同種
都市機能の利用状況も把握）

・アンケートによる都市機能への
アクセス手段の把握

※日々の生活に必要

な生鮮品等を取り

扱うことが少ない

ため、コンビニエ

ンスストアは利用

圏域の分析対象外

としている。

都市機能種別
500m利用圏域

カバー人口 カバー率

医療施設 69,872人 83.3%

商業施設 69,748人 83.1%

商業施設及び利用圏域の分布

（出典：東洋経済「全国大型小売店総覧2022」、iタウンページ（令和７（2025）年５月時点））
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土地利用3

・戸建て住宅（独立住宅）に
よる土地利用が比較的多く
を占める。

・空き家は市内全般に分散し
て発生している。

・生産緑地地区は市北部・西
部に比較的多く分布してい
る。

土地利用現況

（出典：令和４（2022）年土地利用現況調査）
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土地利用3

・戸建て住宅（独立住宅）に
よる土地利用が比較的多く
を占める。

・空き家は市内全般に分散し
て発生している。

・生産緑地地区は市北部・西
部に比較的多く分布してい
る。

今後の展開
・町丁目別にみた住戸数に占める

空き家率の把握 空家等の分布

（出典：東大和市空家実態調査（令和２（2020）年３月時点））
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土地利用3

・戸建て住宅（独立住宅）に
よる土地利用が約30％を占
める。

・空き家は市内全般に分散し
て発生している。

・生産緑地地区は市北部・西
部に比較的多く分布してい
る。

生産緑地地区等の分布

（出典：令和４（2022）年土地利用現況調査、東大和市資料（令和６（2024）年12月時点））
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交通4

・市内停留所の大半が60本/日
以上の発着があり、交通利
便性が高い。

・芋窪・湖畔・高木・仲原・
向原の一部に公共交通空白
地域が見られる。

・自動車での移動が多摩部平
均に比べて多い。

今後の展開
・アンケートによる生活行動にお

ける移動利便性の検証
・アンケートによる移動ニーズの

把握
公共交通網

（出典：東大和市資料（令和７（2025）年５月時点））
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交通4

・市内停留所の大半が60本/日
以上の発着があり、交通利
便性が高い。

・芋窪・湖畔・高木・仲原・
向原の一部に公共交通空白
地域が見られる。

・自動車での移動が多摩部平
均に比べて多い。

今後の展開
・アンケートによる自家用車利用

から公共交通への転換の可能性
の把握

「自宅－私事」のトリップにおける交通分担率

（出典：第６回東京都市圏パーソントリップ調査）

「自宅－勤務」のトリップにおける交通分担率

（出典：第６回東京都市圏パーソントリップ調査）
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地域経済5

・公共施設等の年平均の維持
管理・更新費用の将来推計
額と実績額には乖離がある。

・地価は横ばいの状態が続い
ていたが、近年は増加に転
じている。

公共施設等の将来の維持管理・更新費用

（出典：東大和市公共施設等総合管理計画（平成29（2017）年２月））
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地域経済5
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・公共施設等の年平均の維持
管理・更新費用の将来推計
額と実績額には乖離がある。

・地価は横ばいの状態が続い
ていたが、近年は増加に転
じている。

今後の展開
・近隣都市の地価と比較して、当

市の状況を把握

東大和市平均地価の推移

（出典：地価公示）
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安全安心6

・空堀川水系沿いに洪水浸水
が想定される区域が見られ
る。

・市内には内水による浸水が
予想される区域がある。
過去の災害では、東大和市
駅前や南街交番付近等で、
建物の浸水被害が発生して
いる。

・市内には、木造住宅密集地
域や、地震時における火災
危険度の高い地域がある。

今後の展開
・人口や建物に関する情報と

ハザードマップの重ね合わせに
よる被災リスクの把握

洪水浸水想定区域・内水浸水予想区域（想定最大規模）
（出典：東京都「黒目川、落合川、柳瀬川、空堀川及び奈良橋川流域浸水予想区域図（改定）（令和元(2019)年12月19日作成）」）
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空堀川

南街交番付近

東大和市駅前



安全安心6

今後の展開
・人口や建物に関する情報と

ハザードマップの重ね合わせに
よる被災リスクの把握

住宅密集地域の指定状況と地震に関する地域の総合危険度

（出典：東京都「防災都市づくり推進計画基本指針（令和７（2025）年３月）」、
東京都「地震に関する地域危険度測定調査（令和４（2022）年９月時点）」）
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・空堀川水系沿いに洪水浸水
が想定される区域が見られ
る。

・市内には内水による浸水が
予想される区域がある。
過去の災害から、東大和市
駅前や南街交番付近等で、
建物の浸水被害が発生して
いる。

・市内には、木造住宅密集地
域や、地震時における火災
危険度の高い地域がある。



今後の展開7

都市マスタープラン等に示された課題

現況分析から把握される課題

市民アンケート調査から把握される課題

都市構造・公共交通軸に関する課題
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